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外
務
省
に
お
け
る
特
命
全
権
大
使
の
役
割
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
特
命
全
権
大
使
と
は
別
に
、
外
務
省
内
に
特
定
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
特

命
全
権
大
使
の
役
職
（
以
下
、
「
特
命
全
権
大
使
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
現
時
点
で
の
「
特
命
全
権
大

使
」
を
全
て
挙
げ
ら
れ
た
い
。

二

「
特
命
全
権
大
使
」
が
設
置
さ
れ
た
目
的
及
び
経
緯
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

三

「
特
命
全
権
大
使
」
に
対
し
て
、
本
俸
と
は
別
に
大
使
手
当
が
支
給
さ
れ
る
か
。
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
手
当

が
支
給
さ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
特
命
全
権
大
使
」
に
対
し
て
、
公
邸
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
官
舎
は
用
意
さ
れ
る
か
。

五

「
特
命
全
権
大
使
」
の
中
に
、
「
沖
縄
大
使
」
と
「
関
西
大
使
」
と
い
う
役
職
が
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
現
在
「
沖
縄
大

使
」
と
「
関
西
大
使
」
の
任
に
就
い
て
い
る
者
の
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
沖
縄
大
使
」
と
「
関
西
大
使
」
の
二
大
使
は
、
大
使
と
し
て
ど
の
よ
う
な
職
責
を
果
た
し
、
ど
の
よ
う
に
我
が
国
の
外

交
及
び
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
の
か
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

七

「
沖
縄
大
使
」
並
び
に
「
関
西
大
使
」
に
対
し
て
、
本
俸
と
は
別
に
大
使
手
当
が
支
給
さ
れ
る
か
。
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、

一



ど
の
よ
う
な
手
当
が
支
給
さ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

「
沖
縄
大
使
」
並
び
に
「
関
西
大
使
」
に
対
し
て
、
公
邸
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
官
舎
は
用
意
さ
れ
る
か
。

九

一
般
に
、
特
命
全
権
大
使
と
は
、
諸
外
国
に
対
し
て
我
が
国
を
代
表
す
る
人
物
を
指
す
も
の
と
思
料
す
る
が
、
何
故
我
が

国
の
国
内
で
あ
る
沖
縄
や
関
西
に
対
し
て
大
使
が
必
要
な
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

十

「
沖
縄
大
使
」
や
「
関
西
大
使
」
の
他
に
、
以
前
「
北
海
道
大
使
」
と
い
う
役
職
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
承
知
す
る
が
、

「
北
海
道
大
使
」
が
な
く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

十
一

「
北
海
道
大
使
」
が
な
く
な
っ
た
一
方
で
、
現
在
も
「
沖
縄
大
使
」
及
び
「
関
西
大
使
」
と
い
う
国
内
向
け
の
大
使
職

が
残
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
き
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
二

行
政
改
革
、
構
造
改
革
を
行
い
、
行
政
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と
は
政
府
の
方
針
で
あ
る
と
承
知
す
る
。
政
府
方
針
か
ら

も
、
「
沖
縄
大
使
」
「
関
西
大
使
」
の
役
職
は
廃
止
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


